
展 域 q)歯覇 .開 き赴 該 を辛/畑 こ鋼壁 してみ る と ,牽都 で は都 市化 に鋒 う工務

叱 一色姥 此 ヒソ ダイの堵 大 十一番偽 でぼ コ ンニ Iy']戴痛 な どが兇 変､太 となって

大 きく整腸 してきた 小が こC)ニ部濠 肯 くi',展 壌 6/)/芳香 を震動 に孝 之でお ソ,恩
赦 に嵐黍 は患 えす とい う蕗蹄 とTJっ.た 三部 落 に粟施 す名 ,=とは濠感 の政 代

化 壷す ユめ るた め の埼∵束の 斉 禦 がXj,71]ガ という悪 であ った O そ こ百三部落 の

ま とめ と して栗 同化 ′葡 杏腐 黍 ,戴 範 薮 良 畳 との軍歴 を厳 封した O

占.蕗 頚

飾適 した02iの目敏ti留分な ,)に つかんだ っ 且').6:ui7,/義が //.り目埠 が果 こ

れなか った の ぼ慮 腰 で ある O 放 威 産 Gp)41だ.庵 とい うこ と魯藤東 泉舟 であ り.大

変 む す.か しし､間 であ ろう や鷹番 r]j覆 拭覇 骨 に あた り▲′他 の恩 威 梗 静 ヒの叱 軟

を行 なった な ら , J7.の 目郎フ鴇ある置虚底 成 した Cr)で は な い か と後 ′降は尽 きな

い ●

以 上餅 文展 鹿 鹿 を鋼 壁 L, /そ れ か.今 だに款 矢 の濃 集 の中心 と打っ てい るこ

と,温 泉 の且 代化に併 しl亀奄 C)共 同化 が唱 え られ てい るこ と ,そ して古 (か

らの屋 義絶 帯下 ある秩父 に 凡工場叱 .宅地 亀 な どの 現 象が筋 に よ って読 られ

る こ とな どノ凌 /}な輿 泉 ある聞魔 が革 を現 わ してお り,それL=とま どい な が

らll､改 めてナ ワ-の 蓋 う 払 ae-舷もん cJa4W ¢蔓草涯 ､硬 盤艦 を櫓
ったJっげ で あ る ｡

く> <> <>

内容 的 にば ごく簡 単に省 略 し ,私 fJ ソの 方鹿弟 中心 にまとめ て諒 た O有産

諭 につ いての知教 戒顔 <,かむ '}蝕 新約 に なった と屠 うが ′御此 剰 いた だ け

れ ば幸 い_で ある｡

秩父合肥西北部の地形と土地利用
任 .久 問 5台 子

この報告 は､上 記 q)調 査敢感 を地形 と上地 剰 周の 街 か ら者度 し ′地域 のjJg_

洛逐 二肥後 する 車 重 日柄 とした oL,か し鮭 展.は満 足艶凍 る もd)とな らtcIが った

かぐ . す,*打曜I)そ d)自縛遂行 に撃 力 した フ1,Uで あ る O

/､謹敢 為

綱 車東城 は,埼 玉県秩 父金地 の歯北都 で ′秩 父都 ノト盈野町 ,麦 重野に農 す

ZE'｡ こC)金煙 は ,開 展 山地 の辛 にあ り.鱗感 /3k,',L内外 C)ぽ Itl方形 を京 す ｡

弛形TS ､全麻 に東 北 に額了って低 下 し ′蕗威 考慮_ぼ出 口村鹿 で ′占0 孔 , /魯 高

い三峰 ロで 3 よ 0 礼 で ある ｡ この金艶 を乗 用本 務 と ,庶 皐)日 吉 田川 .横顔

日常 の_灸菰 野JHが ,金 凝 出 口で -つに なって .山路谷 を魔 下 し .一草野に逢.して
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いる bこ の金地 の中 を′腐 西 か ら泉jヒに侮 って塵 なる演 東 庄後 ,塵 固時宜夜

を国立後 が P)i),その 間 に ,三 駿 の対岸 毅 丘 cj乎坦 面が 愛人 してい る ｡ ごり

吸 血 は ′金地 が経 化 して像 ､数虜 q)隆超 _盈動 によ っ て .新 党 の頚 河 川 が彩 威

した もの で′鯛 登壇感 に俊 っ て為 る と ′上 位 面 は見 られ {lL)かぐ,蘇 皐 )Et題が

薯 田 川C)形 威 した こ 蟹 缶 ,A)で見 られ , そ の平成 哲,D最大 覇額 を古 め て いる ｡象

爆ぼ,いわ ゆる盆 地額-考り 肇成 型 や , そ の 碑彼 を , 草 野部の魚 谷 と比 赦 し て

威 漂 T -i/た わ 繁盛 考,写 経 賢 浮 <封 /､プ',C で ､鰻 谷 ,i)そ れ よ り ′JoC凡夫 であ Lj

月 轟噂 繁適度一彦 は ∴寓に 鍍 谷 よ り大 であ る. 啄水 は LL/鍵 政硬水 ¢ あ る ため か

尋野都 の それ よ E)わ す 湧＼に 牽 ( ,ヌ 椅教 璃 な ttU)には ､ 夏 り 弊発 的 な膚 覇 が

あ るJ風 は -磯 に弱 く ,年 率珂 風i変 0.9耽 とな って い る ｡碑膚 日数 は .′誌o

El同で,∫ 月 の噴 霧で鷹 番 を･受 ける こ とが あ る ｡地 象 ば ､秩 父 JJ地 ば古 い 水 成

感 か ら戚＼リ.大 部分 が 奮成層 で ,-番 に中 生-膏 が 入 り.ニんて､いる O又 金磨 杓

L3'牙 三紀膚 か ら成 り .象 骨 ばそ め 上 童顔 腰骨 が おお い ′虞 に猪 首 叫 によ って

療額 した沖積 層 か お なっ てい る ｡土壌_ば こ れ ら基 数岩 石 の風化 した もの が､多

<.Jノ敢 ′五 番鍵 , 乍簸立 ,奥 に ‰ 仇 `̀A の党塵 が慮 い .

この鹿戒 は .畠 <か ら蹄 安息 がさか ん で､-時 非 常 に 覚 えた時 代 が あ った

が J零落 の麿僻 .軟度 の錦｣鹿野 に よ って轟 車 が# 勤 し .線 度 その 名頻 り産 止

め るに すぎ な くなって いる ｡星 東 を見 る と ､鹿､煮 C)割合 が定例 的に 多 (岩 田

留1て･tjL70Yo以 上 に な って いるO健 に覇一教 養 .製瀬 凍.が締 教 と して孝 Lrられ

名 0人 口彊約 C2万 4{千人 .慈 農 は /1g/)ぺれJであ り･慶 事 よよ 琴 を頂息 とし

て ､戚 少 C)傾 向 に あ る }

<. .す 諭

地 形 は山地 ,血縁 地 ､鮫 fEk=三分 される d 帝 のカ顔 ではt.顔且 を台数 と低

級 に分 .tj-,塗 に合鍵 を ヰ艦 鮫企画 ､下ノ鑑簸 た面 ､飯 曹塵 とL/.低鍵 を谷 風 草

拷 ,把 虚 桑 事舟渡 に線 分 した . これ らの地番 ヒ土地利 用 の 轡於 を鷹 観 する と

網 愛煙 政 の ♂orb遡.<董 占 め&.Li)政 及 び､血 蕨地 は ′ 承磯 と して剰 覇 され ,顔

()の単組 面 は ,ば とん ど新鹿 ヒ して剰 周さ yLて い る ,,餅 塘 簡鷹 の 7療lは 水 田

で ノ輿＼Uの 9番Jは .畑 竣 及 び'樹 囲う軽 であ ). この歴 感 の厳虜 が畑 確 や′七であ

る 泰が わ かる ｡地 形 蘭 と土地 剰 覇形態 との閣僚 は す めよ うにな る O

(官 象双 貢 )

亜 蛇 で畠 ,土 産 に彩 管 を簸 げ で ,畜生優 Li/地 は財.寛厳 が多 < ､宜後塵 のオ

三紀 膚 に は -魔瓦 の 多い の か,帰 感二で あ る｡鼻糞 はほ とん ど下位 簸 立 上 にあ リ

i畳路 に 嬉 い ､又 LLj儀 に腐 臭 して いる っ水 田 払 .下位 笹 互 上 に 多 く tニ毛 確 軍

は少 い o新 鹿 の 辛 で 一番 太 い面慮 奉占串る 者朗 は ,綴 泉 カ＼ら J)束風塵 敵 に
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土地利摺彩憩

集 落

二毛イ久田

昔風 j喝

桑 園

搬 彩 面

息後塵､辛皮額二女面 .7Tノ鮭役 立 面

T慮､役∴BI懸､谷底平野蘇
ダ巴盛腐面
下超駿東_直∋
LLJ地,丘疎放▲呼′塩鮭互恵 7T慮二段五両
衆生塵
LLj地,fL療池｡ヰ慮 段丘萄
下ノ虻吸息面,鮫 五度
立蕨.地J

Lh一敗.血敵地 ,､牢位ー乾鬼面
毅宜彦

加わ って最且 は .収 率畑 ､さ う り､ いんLrんのよ うな 園 芸確胸 の畑 が 目立っ

ているo桑 園は封地 面膚 6930ro前後 彦 占め･蟹 缶面 の Lhrlら 手､､山地立像_

地 の斜 面 に ,Jv見 られ ′幾＼腰 かの利用形愚 があ るU灸 束 か ら .この地域､で'C)顔

大 の現 金収 入凍 ヒな って いる 0 番塵 に この土地 利用 と磨 ｣をLi巌栄 豊彦d>面 か

ら蒼顔 を加 え ､ここか銀カ な瀦唐 市磯 から｣象< .金.地 という甥 された蕗啓 に

あ り 一地形 面 に 吐乎座一面が少 < .そ して生 産.J姓か煩 い ということ ,又′箕俵麻

件 ､労相 カの 面 ,摩周 瞳の覇選 挙 .土地剰周 に大 き な制約 を与 えてし上る とし)

うこ ヒガて出泉 る ｡

印兼沼北部低地の班形と土地利用
- テttノレタと覇戸車 の伊j-

ネ日 馬 イ年 子

冷 夏 の 冒杓 は ,地域 圃塵 の巌庫 で ある地形 と上盤剥用Jq盈 じて ,地域 03捉

j各を把威 せる もので ある o

詞資敏感 は､+_寮 虞 の北廟 で.北 は刺 jtS ノLL頗ぼ､瑚 藤 脇 に蕗 する割線 ノI‖こ

よる沖鷹 孝野 であ る O 行政 区界一首は .印 幡㌧鐸輝野対 と ,党町の 一一一-･萄希錐 であ

る む威 喝凄艶で 上野よ )) I-暗研孝の全人口やノ＼､劉 解像 数 のぅ敵対 であるO

現 俸 選 ば ､北 に牽 -つの雛 東 口を もち , 利 雄 )ilに産 い 百いるが'､克凍 ､剰

臓 川 の塵太 地 の及 劉 童 に急:っ てきた もの や ,暮 地顔､の盈 デルタ も剰′梓 川の夕巴
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